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The metal is ﬂat. などの形容詞文に対して独自の分析を提示する。従来の場所理論では，形容詞が表す「場
所」に主語の the metalが存在すると捉えてきたのに対して，本論文では the metalという「場所」に形容詞
が表す「特性」が存在すると捉え，形容詞要素が「存在者」という役割をもつと考える。そうすると， JoÚ 



















































え方とは異なり，状態を表す叙述的な形容詞句および前置詞句表現（He is healthy／ in good health. など） 
は「存在者」の役割をもち，その意味上の主語は「場所」の役割をもつと特徴づけたこと。第一と第二の点
において，本論文は統語論にもとづく簡潔な形での主題役割理論を構築するのに成功している。従来，主題
役割構造は統語論とは独立した語彙概念構造のようなレベルで規定するというのが優勢な見方であったこと
を考えると，著者の統語論にもとづく理論は極めて斬新である。また第三の点は，状態を表す形容詞句は抽
象的な「場所」であり，その場所に主語である「存在者」が位置すると捉える従来の考え方とは正反対の見
解を主張するものである。従来の場所理論的考え方では，主体の状態変化は空間的な位置変化の比喩的拡張
として平行的に捉えられていたのに対し，著者の理論では状態変化は位置変化と区別され，したがってこれ
らは言語的に異なったふるまいを見せると予測される。そして，まさにその予測が正しいとする論拠を，著
者は英語の構文分析を通して提示しているのである。
　上記の三点に加えて，著者の項連結の理論には，さらに，①格素性にもとづき格付与のパタンを説明する
仕組み，②主題役割の構造的具現に関する原則，そして③空の動詞要素のパラメター化の三点についての独
自の提案も含まれており，全体として体系的な説明理論を形づくっている。そして本論文は，この理論にも
とづき，英語における結果構文，二重目的語構文，中間構文，場所句倒置構文に関する精緻な分析を提示し，
とりわけ，これらの構文に生起できる動詞と生起できない動詞の区別に対して原理的な説明を与えている。
さらに，英語およびドイツ語タイプの言語とフランス語および日本語タイプの言語間に見られる構文的差異
についても，当該言語が動詞句シェルの下位動詞の位置に空の動詞要素を認可するか否かという点に還元さ
れるという，パラメターにもとづく巧みな説明を与えている。このように，本論文の成果は独創的で射程が
広く，主題役割構造のみならず意味と形式の対応関係一般に関する研究に，理論および記述の両面において
大きな貢献をなすものであると言える。
　ただし，本論文にさらに求められることとして，次の二点があげられる。第一に，状態を表す形容詞句や
前置詞句が「存在者」の役割をもつとする捉え方自体は斬新で興味深いが，素朴な直感から言えば，「存在者」
という役割は，それが意味的に実体に対応するものである以上，統語的には名詞句と結びつくのが普通であ
ると考えられるのに，どうしてこの場合は形容詞句や前置詞句として具現するのかという疑問が残る。した
がって，この点に関するさらに突っ込んだ議論が望まれる。第二に，言語間の差異を捉えるために仮定され
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ている空の動詞要素について，それを裏づける独立した証拠があるのかという問題がある。この点について
は第 7章で幾分触れられているが，本論文の理論が真に普遍的妥当性をもつためには十分な経験的裏づけが
なお必要である。
　よって，著者は博士（言語学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
